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おしらせHOTコーナー　案内・催し 
  　

施
設
点
検
お
よ
び
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の

た
め
休
館
し
ま
す
。
 

Q
１
月
２８
日
豺
〜
２
月
１２
日
貂
 

J
市
民
温
水
プ
ー
ル
蕁
９３６
・
６
８
２
４
 

       　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

使
用
で
、
今
年
度
、
市
内
で
２
人
の
方
の

心
拍
が
再
開
し
、
社
会
復
帰
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
講
習
に
参
加
し
て
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
ぜ
ひ
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
 

Q
２
月
２
日
、
４
月
５
日
、
６
月
７
日
（
各

土
曜
日
）
　
午
前
９
時
〜
正
午
 

L
市
消
防
署
会
議
室
 

N
中
学
生
以
上
 

O
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
止
血
法
）
※

講
習
を
終
了
し
た
方
に
は
修
了
書
を
発
行
。
 

R
各
回
２０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
各
回
と
も
講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
市
消
防
署
（
蕁
９９８

・
０
１
１
９
）
へ
 

               Q
２
月
１９
日
〜
３
月
２５
日
（
毎
週
火
曜
日
・

全
６
回
）
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
 

L
市
民
温
水
プ
ー
ル
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

O
浮
力
・
抵
抗
・
水
圧
・
水
温
と
い
う
水

中
運
動
の
特
性
を
利
用
し
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

泳
げ
な
い
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

R
４５
人
（
申
込
順
）
 

P
１
２
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）
 

M
１
月
１１
日
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
予
約

の
う
え
、
参
加
費
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
へ
 

  ①
ヨ
ー
ガ
教
室
 

Q
２
月
６
日
〜
３
月
１９
日
（
２
月
１３
日
を

除
く
毎
週
水
曜
日
・
全
６
回
）
　
午
前
９

時
３０
分
〜
１０
時
３０
分
 

O
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
運
動
を
行

い
ま
す
。
 

R
５５
人
（
体
験
参
加
を
含
め
申
込
順
）
 

②
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
教
室
 

Q
２
月
２０
日
〜
３
月
１２
日
（
毎
週
水
曜
日
・

全
４
回
）
　
午
前
１０
時
４５
分
〜
１１
時
４５
分
 

O
病
気
予
防
・
老
化
予
防
・
ス
ト
レ
ス
発

散
等
の
効
果
が
体
感
で
き
ま
す
。
 

R
５０
人
（
体
験
参
加
を
含
め
申
込
順
）
 

―
①
②
共
通
―
 

L
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

O
１
回
だ
け
の
体
験
参
加
も
で
き
ま
す
。
 

P
①
１
２
０
０
円
、
②
１
０
０
０
円
、
両

教
室
参
加
＝
１
５
０
０
円
（
先
着
１５
人
）
、

体
験
参
加
＝
１
回
３００
円
※
ペ
ア
参
加
に
よ

る
割
り
引
き
も
あ
り
ま
す
。
（
す
べ
て
保

険
料
を
含
む
）
 

M
１
月
１１
日
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
予
約

の
う
え
、
参
加
費
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
へ
 

  　
高
齢
運
転
者
の
方
の
自
動
車
運
転
の
安

全
度
を
、
教
習
所
の
指
導
員
が
無
料
で
診

断
し
、
安
全
運
転
の
た
め
の
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

Q
１
月
２１
日
豺
　
午
前
９
時
〜
正
午
 

L
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
５１１
蕁
９９７

・
５
１
５
１
）
 

N
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
普
通
免
許
以

上
の
免
許
を
所
持
し
て
い
る
方
 

R
３０
人
（
申
込
順
）
 

M
草
加
警
察
署
交
通
課
蕁
９４３
・
０
１
１
０

A
４
１
１
 

                    R
各
セ
ミ
ナ
ー
３０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
J
商
工
振
興
課
蕁
A
２
０
２
・
４
７
９
 

            　
生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
に
参
加
し
た

皆
さ
ん
の
学
習
の
様
子
を
、
作
品
や
写
真

等
で
紹
介
し
ま
す
。
生
け
花
、
折
り
紙
、

押
し
花
、
書
道
、
水
彩
画
、
シ
ャ
ド
ウ
ボ

ッ
ク
ス
、
花
・
ギ
フ
ト
･
イ
ン
テ
リ
ア
、

パ
ソ
コ
ン
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
座
な
ど
見
ご

た
え
の
あ
る
展
示
で
す
。
 

Q
２
月
８
日
貊
〜
１１
日
豢
　
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
３０
分
 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
 

J
社
会
教
育
課
蕁
A
３
５
７
 

  展
示
の
部
 

Q
１
月
２７
日
豸
〜
２
月
３
日
豸
　
午
前
９

時
〜
午
後
９
時
３０
分
（
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
）
 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
 

O
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
賞
応
募
者
写
真

展
、
八
潮
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
（
残
し
た

い
八
潮
の
風
景
・
温
故
知
新
）
 

           発
表
の
部
 

Q
２
月
３
日
豸
　
 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル
 

O
●
第
１
部
（
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
）

＝
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
賞
発
表
大
会
「
み

ん
な
で
つ
く
る
八
潮
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
」
、

八
潮
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
 

●
第
２
部
（
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分
）

＝
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
私

の
元
気
・
健
康
な
ま
ち
」
 

R
１００
人
（
先
着
順
）
 

P
無
料
※
花
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
 

J
や
し
お
生
涯
楽
習
館
蕁
９９４
・
１
０
０
０
 

  ①
教
育
領
域
研
究
発
表
 

Q
１
月
２７
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

②
福
祉
領
域
研
究
発
表
 

Q
２
月
２
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

③
環
境
領
域
研
究
発
表
 

Q
２
月
９
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
 

―
①
②
③
共
通
―
 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
４
 

J
社
会
教
育
課
蕁
A
３
９
７
 

   Q
１
月
３０
日
、
２
月
６
日
・
２０
日
、
３
月

５
日
・
１９
日
（
毎
回
水
曜
日
・
全
５
回
）
 

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
 

L
八
條
公
民
館
第
一
会
議
室
 

N
５０
歳
以
上
の
方
 

O
講
師
＝
広
瀬
洋
子
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
士
）
 

R
２５
人
（
申
込
順
）
 

P
５００
円
（
公
民
館
安
全
互
助
会
加
入
済
の

方
は
無
料
）
 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館
（
蕁

９９５
・
６
２
１
６
、
受
付
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
へ
 

  Q
１
月
２７
日
豸
　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
３０
分
開
場
）
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

O
『
ガ
イ
ー
ヌ
』
よ
り
「
剣
の
舞
」
ほ
か
、

ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
！
（
メ
ド
レ
ー
）
な
ど
 

P
無
料
 

J
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
９９５
・
６
２
１
６
 

生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
合
同
作
品
展
 

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
 

八
潮
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会
 

商
工
事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
 

健
康
講
座
 

普
通
救
命
講
習
会
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
 

公
民
館
高
齢
者
講
座
「
筋
力
ト
レ
ー
 

ニ
ン
グ
で
元
気
な
団
塊
世
代
」
 

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
臨
時
休
館
 

早い 
119番通報 

早い 
心肺蘇生法 

早い 
除細法 

早い 
2次救命処置 

日時 場所 対象 内容 

１月２１日（月） 
午後１時～５時 

やしお生涯楽習館 
（セミナー室１） 

１月２５日（金） 
午後１時～５時 

八潮メセナ 
（会議室１・２） 

２月１日（金） 
午後２時～４時 

やしお生涯楽習館 
（セミナー室１） 

環境経営のすすめ（環境システム
構築は収益向上の切り札）※講師
＝今仁豪造さん（エコイマジン代表） 

一店逸品運動推進セミナー 
※講師＝伊早坂昭夫さん（中小企
業診断士） 

ホームページ活用講習会（売上ア
ップにつながるホームページ活用法） 
※講師＝坂本留美さん（越谷タウ
ン情報サイト越谷っ子代表） 

市
内
商
業
･
工
業
者
 

市
　
内
 

商
業
者
 

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
！
 

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や
感
染

性
胃
腸
炎
は
通
年
発
生
し
ま
す
が
、
特
に
、

冬
場
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

保
育
園
、
学
校
、
福
祉
施
設
な
ど
で
発
生

し
た
場
合
は
、
集
団
発
生
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

症
状
 

　
感
染
し
て
１
〜
２
日
後
に
、
吐
き
気
・

お
う
吐
・
腹
痛
・
下
痢
・
発
熱
な
ど
の
症

状
が
出
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
２
〜
３

日
で
回
復
し
ま
す
が
、
初
期
症
状
は
、
か

ぜ
と
間
違
え
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
患
者
の
便
に
は
、
回
復
後
２
〜
３
週

間
ほ
ど
、
ウ
イ
ル
ス
が
排
泄
さ
れ
ま
す
の

で
二
次
感
染
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

予
防
 

１
．
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
食
品
を
十
分
加

熱
（
中
心
温
度
８５
℃
以
上
で
１
分
間
以
上
）

す
れ
ば
死
滅
し
ま
す
。
 

２
．
し
っ
か
り
手
洗
い
し
、
調
理
器
具
は

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
漂
白
剤
）
や

熱
湯
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
 

３
．
患
者
の
便
や
、
お
う
吐
物
の
処
理
に

は
十
分
注
意
し
、
漂
白
剤
で
消
毒
し
ま
し

ょ
う
。
（
使
い
捨
て
手
袋
・
マ
ス
ク
・
エ

プ
ロ
ン
を
着
用
）
 

●
介
護
予
防
講
演
会
『
笑
っ
て
 
元
気
に
 

健
や
か
に
〜
心
身
共
に
元
気
で
楽
し
く
生

活
す
る
た
め
の
秘
訣
〜
』
 

　
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

Q
１
月
３１
日
貅
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

（
午
後
１
時
３０
分
開
場
）
 

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

O
講
演
「
健
康
づ
く
り
と
笑
い
の
効
果
に

つ
い
て
」
※
講
師
＝
高
杉
和
徳
さ
ん
（
日

本
笑
い
学
会
理
事
）
 

R
１００
人
（
申
込
順
）
 

M
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
 

●
ア
レ
ル
ギ
ー
に
係
る
交
流
・
情
報
交
換

会
 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
み
れ
っ
と
」
（
さ
い
た

ま
市
ア
レ
ル
ギ
ー
親
の
会
）
と
一
緒
に
、

ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
悩
み
や
日
常
生
活

で
の
上
手
な
過
ご
し
方
な
ど
を
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
用
の
プ
レ
イ
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
 

Q
２
月
２０
日
貉
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
 

N
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
あ
る
子
ど
も
の

保
護
者
お
よ
び
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
心
の
あ

る
方
 

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

J
蕁

９９５
・
3
3
8
1
〜
3

　八潮市オウム真理教対策協議会（会長＝吉田
準一市議会議長）では、１２月２２日貍、教団の
早期退去を求める抗議行動を行いました。当日
は、協議会関係者を始め、町会・自治会から市
民２１５人が参加されました。 
　オウム真理教教団（アーレフに改称）の拠点
施設である市内の大瀬施設では、依然として在
家信者を中心としたセミナーが開催されるなど、
教団の活動が鎮静化していない状況であること
から、抗議行動を行ったものです。 
　教団施設前では、オウム真理教反対のシュプ
レヒコールを行い、教団の退去および解散を求
める要請書を教団側へ手渡しました。 

オウム真理教教団に抗議行動！ 

J交通防災課蕁 A ３０５ 

第
６
回
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア
 昨年のフォーラムの様子 

や
し
お
市
民
大
学
院
公
開
セ
ミ
ナ
ー
 


